
道路啓開による緊急車両の通行確保

○ 地震発生後の15日には九州地整に加え、近畿・中国・四国地整のTEC-FORCEが九州へ入り活動を開始。全国の
地方整備局等から日最大440人の隊員を派遣。

○ リエゾンが収集した被災状況・支援ニーズに関する情報をもとに、自治体所管施設の被害状況調査を迅速に実施。
航空写真による被害判読等とあわせ、激甚災害指定に係る所要期間※の短縮に貢献。
※4月25日閣議決定。新潟県中越地震34日間→今回9日間

○ 余震や降雨に伴う二次災害の発生を防ぐため、緊急度の高い1,155箇所の土砂災害危険箇所を9日間で点検し、4
月28日に県知事、13市町村長等へ報告。

○ 道路陥没や土砂崩落等によって通行不能となった県道、市町村道の道路啓開や応急復旧等を行い、緊急車両の
通行を迅速に確保。

○ 二次災害が懸念される箇所については、地方整備局が保有する無人バックホウによる土砂撤去を実施するなど、
先端的な災害対策用機器を駆使した活動を展開。
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▼九州地方への派遣人数(のべ人数)

九州地整：4,502人・日

北 海 道：572人・日

のべ10,912人・日
(4/14～8/31)

位 置 図

TEC-FORCE活動範囲

東北地整：497人・日

関東地整：605人・日北陸地整：526人・日

中部地整：686人・日

近畿地整：792人・日

中国地整：760人・日

四国地整：589人・日

沖縄地整：138人・日

本省・国総研・土研等・国土
地理院・運輸：1,245人・日

自治体所管施設の被害状況調査

土砂災害危険箇所の点検

（グリーンロード南阿蘇）

南阿蘇方面への通行を確保

平成２８年４月熊本地震への派遣


